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第 15回ＡＢＫ秋祭りを開催
2016 年 10月 22日（土）、今年で 15回目となる「ABK秋祭り」を開催しました。今年も近隣の方々

や卒業生など、500名を超えるお客様が来館され、留学生たちが腕を振るった各国料理に舌鼓を打ち

ました。また舞台では国際色豊かな歌や踊り、演奏が披露され、大盛況のうちに幕を閉じました。

カンボジア マレーシア

インドネシア

モンゴル
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ドンズー日本語学校
開校 25 周年記念感謝会 日本で開催

　ドンズー日本語学校（以下ドンズー）が誕
生したのは 1991 年。ベトナムの改革開放政
策により、外国人旅行者が急増し出した頃で
ある。バブル後退期に入っていた日本経済だ
が、まだその影響力は強く、ドンズーの受講
生は毎年右肩上がりで増加し続けた。
　その後アジア各国の著しい経済成長、日本
経済の失速等により、2006 年をピークに学
生数は減少するが、東日本大震災が発生した
2011 年を底に再び増加に転じ、今日まで急
速に学生数を伸ばしている。
　現在ドンズーはホーチミン市に本校と分校
が５つ、ダナンに一つの分校を持ち、計７つ
の校舎に 6,000 名を超える学生が学んでいる。
　また、同校では開校以来継続して日本留学
プログラムにも取組み、これまで 1,860 名も
の留学生を日本に送り出している。

　この留学プログラムはただ希望者に日本の
学校を紹介するというものではなく、ベトナ
ムの発展を担う人材を育成するという大きな
目的を持っている。日本の先端技術や生産管
理等、そして日本の社会、文化を学んでもら
うことで、帰国後ベトナムの工業化、近代化
に貢献するベトナム人学生を育てることを目
標としている。そのため貧しくても成績が優
秀で大きな夢を持つ若者がベトナム各地から
厳選して集められ、日本語をはじめとした日
本留学のための基礎教育はもちろん、マナー
や道徳教育なども行われている。
　なお今回の感謝会は、東京の他に４カ所（鹿
児島、広島、大阪、盛岡）でも行われ、各地
で学んでいるドンズーの留学生および OB た
ちが、各地の関係者の協力を得て準備から運
営までを行い、支援者、関係者をもてなした。

ベトナムで最大の学生数を誇る「ドンズー日本語学校」が開校 25 周年を迎え、その

記念感謝会が 10 月 8 日、川崎市国際交流センターにて、およそ 300 名の参加者を集

めて行われた。式典では主催者であるグェン ドク ホエ校長の挨拶に続き、支援者たち

への感謝状贈呈などが行われた。また、設立当初からの支援者として感謝状を授与さ

れた当協会（ABK）小木曽友理事長が祝辞を述べた。
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優れた留学生たちが安心して勉学に励めるよう、経済面のみならず独自のコミュニケー
ションにより、時に学生の精神面をも支える奨学団体。その魅力をご紹介する本コーナー
では今回（前号の佐藤陽国際奨学財団同様）今年設立 20 周年を迎えた本庄国際奨学財団
の常務理事 松本功一さんと事務局長の河島伊都子さんにお話をうかがいました。

公益財団法人 本庄国際奨学財団

奨学団体

＜概略＞株式会社伊藤園の創業者である本庄正則氏が 1996 年に設立した本庄国際奨学財団。主に発

展途上国出身で恵まれない環境にありながら、向上心に燃える優秀な外国人留学生と、より優秀な技術

と高度な能力を身に付けるために国内外の大学院で学ぶ日本人学生に奨学援助を行っている。今年創立

20 周年を迎え、これまで支援した奨学生は 500 名を超える。

〒 151-0063 東京都渋谷区富ヶ谷 1-14-9   
Tel  03-3468-2214    E-mail:info@hisf.or.jp   URL  http://hisf.or.jp

＜奨学金プログラム＞
①外国人留学生奨学金（対象：日本の大学院で学ぶ外国人留学生）

募集人数● 15 〜 20 名
奨学金●月額 20 万円（1 〜 2 年）、月額 18 万円（3 年）、月額 15 万円（4 〜 5 年）
＊いずれも学位取得までの最低年限を支給期間とする

②日本人国内大学院生奨学金
対象●日本の大学院で学ぶ日本人の学生
募集人数●約 5 名
奨学金●月額 20 万円（1 〜 2 年）、月額 18 万円（3 年）、月額 15 万円（4 〜 5 年）
＊いずれも学位取得までの最低年限を支給期間とする

③海外留学日本人大学院生奨学金
対象●海外の大学院で学ぶ日本人の学生
募集人数●約 5 名
奨学金●月額 2,000USD または 20 万円（1 〜 2 年）、月額 1,800USD または 18 万円（3
年）、月額 1,500USD または 15 万円（4 〜 5 年）　
＊いずれも学位取得までの最低年限を支給期間とする

Honjo International Scholarship Foundation

に聞く
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75 か国に及ぶ外国籍奨学生の出身国

　　　 御財団の奨学金プログラムについて、

募集は一般公募ということで、学校を限定し

ていませんが、外国人留学生奨学金について

はどのくらいの応募があるのでしょうか。

河島　昨年行った 2016 年度生の募集では約

850 名の応募がありました。本当にたくさ

んの優秀な方からの応募があるので、絞ら

なければいけないのが申し訳ないのですが、

この一般公募については創設者である本庄

正則の強い希望でしたので、継続していき

たいと考えています。

　　　 選考審査はどのように行っているの

でしょうか。

河島　書類選考は、大学の成績と研究計画

書を奨学生選考委員が見て面接審査に進む

人を選びます。

松本　最後は選考委員長である伊藤園社長

の面談で、伊藤園本社の社長室という、普

段はなかなか入る機会の無いような所で面

接をします。この時はみなさんかなり緊張

した面持ちとなりますね。

　　　 成績以外の部分で重視されているこ

となどはありますか。

松本　成績が優秀であることは大前提です

が、財団としてはできるだけいろいろな国

の人を採用したいという思いはあります。

これまでに日本を除くと 75 か国の学生を採

用してきていますが、毎年３〜４か国、新

しい国が増えているといった感じです。今

年はハイチ、マダガスカル、アフガニスタ

ンといった国が加わりました。

河島　最初は他のプログラムで来日し、学

部を終えられた後、大学院に進学するにあ

たって私たちの奨学金に応募するという人

が多いですね。

　　　 面接は日本語でされるそうですが、

日本語力はどのくらい問われるのでしょ

うか。

松本　日本語のレベルについて、厳しい決

まりというものは設けていません。面接時

に日本語が十分でない場合、本人にこれか

ら日本語を学ぶという意欲があることを確

＜海外提携奨学金プログラム＞
対象●海外の大学で日本に関する研究をする大学生、大学院生。募集・選考は提携先の大学・機
関にて行う。

＜研究助成金プログラム＞
「食と健康」研究助成金

健康維持に対する食品あるいは食品成分の効果を、主にヒトを対象とした試験によって明らかに
しようとする研究を助成する。
募集件数●約 5 件
助成金● 1 件あたり 100 万円〜 300 万円
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認して、英語で面接をすることもあります。

河島　最近は英語のみで修了できるという

研究室もありますが、日本の大学が優秀な

学生を集めるためにはそういった状況も仕

方ないのかなとは思いますので、私たちも

そこには合わせていこうと思っています。

実際、先代の理事長が健在の頃から特に医

学系の方で日本語はできないという方もい

たのですが、彼はそういう方を採用するに

あたって、日本語をしっかり学んで欲しい

ということをよく言っていました。日本語

が出来ないという理由で奨学金を切ったり

はしないけど、半年後にもう一度面接をす

るから、その時までに勉強しておいてくだ

さいねと言っておくと、みなさん忙しいの

に一生懸命日本語を勉強して来ましたね。

学問の上で日本語は必要なくても、せっか

く日本に来たのだから、日本語を学んで日

本のことを知ってもらいたいというのが本

庄の思いだったと思います。時代はだんだ

ん変わってきたのかなとは思いますが、や

はり研究だけで終わるのではなく、日本の

ことを知って好きになってもらいたいとい

う思いは私たちも持っています。

　　　 応募資格に「学業修了後は母国で働

くこと」とありますが、みなさん卒業後す

ぐ帰国されるのでしょうか。

河島　最近は日本での就職を希望する学生

が増えています。日本企業も積極的に留学

生を採用するようになってきていますから、

直ちに帰りなさいということは言いません。

松本　みなさん面接時は「卒業したら帰国

します」と言っていますが、いざ卒業する

段になると、いちど日本で就職して、企業

の中で母国に派遣される形で戻りたいとい

う人が多くなっています。

河島　また、エンジニア系の方だと母国に

大学はあっても研究室の設備が十分でない

ので、研究を続けられないということで、

再び日本に戻ってくるという人もいます。

奨学金は学位取得まで

　　　 では次に日本人向けのプログラムに

ついてですが、こちらは国内のほか、海外

で学ぶためのプログラムも用意されていま

すね。

河島　本庄正則は、当初日本人医学生の海

外留学を支援したいという思いから奨学団

体の設立を考えていたようで、海外留学日

本人大学院生奨学金については外国人留学

生奨学金とともに設立当初からあるプログ

ラムなんです。最終的に分野は問わないで

募集をすることになったので、様々な分野

の奨学生がいます。

松本　面接時にお話を聴いていると、日本

から海外に行く人はいろんな事情の人がい

るということがわかります。共通している

のは、みなさん本当にギリギリの経済状況

の中でやっているということです。

河島　日本人の場合、母国の事情というの

は考慮できませんし、みなさん揃って非常

に優秀ですから、選考委員の先生方も書類

選考に苦労されているようです。もちろん

みなさんキャリアアップのために勉強して

いるのですが、その中でも社会のために働
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きたい、将来学んだことをこんな風に社会

に還元したいということをしっかり語れる

人というのを最終面接では重視しているよ

うです。

　　　 それぞれの奨学金は受給年数を選ぶ

ことで修了時まで受給することができるわ

けですね。

河島　学位取得まで面倒を見るということ、

これも私たちの奨学金の一つの特徴ですね。

松本　毎月学生とは面談をしてその時々の

状況は聞いています。ほとんどの学生は休

日返上で研究室に通い、一生懸命に勉強や

研究をしていますが、奨学金の延長はでき

ないので、留年しないように発破をかける

こともあります。

　　　 毎月面談をされているというのは素

晴らしいですね。

河島　交流イベントで顔を合わせる月は

行っていませんが、とにかく月に一回はお

互いの顔を見て話しましょうということで、

事務局まで来られない遠方の方は Skype を

使って行っています。ここでは学業のこと

はもちろんですが、私生活や国のことなど

もいろいろ話してもらっています。

松本　この面談については理事長からも、

しっかり頼むと言われているんです。お金

を出すだけではなくて、学生の心身のケア

もしっかり行うこと、そのためには顔を見

て話すということが大事だということです

ね。それはこの財団の特徴でもあり、他に

はないところだからしっかりやってくれと

いうことです。

　　　 面談をされていて、奨学生はどのよ

うなことに苦労していると感じますか。

松本　研究テーマが途中で変わるという人

が最近増えていますね。最初は研究計画書

通りに進めるわけですが、その後先生との

折り合いや、やってみたけど自分には向い

ていなかったということで、テーマを変え

ますというケースが最近は多いです。そう

いった点での悩みを抱えている学生は少な

くないようです。

河島　先生や研究室の同僚との関係につい

ては、愚痴を聞いてあげるだけで何もして

あげられないのですが、なかなか日本人と

のつきあいは難しいと感じている人は多い

と感じます。そういう意味で日本の大学の

研究室は厳しいと思う人も増えているよう

に思います。

松本さん
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交流活動と卒業生との関係

　　　 交流活動についてはどのようなこと

をしているのでしょう。

河島　交流活動としては、研修旅行や伊藤

園の工場見学、OB を招いて講演会をおこな

う OB 会、博士・修士論文の発表会などを行っ

ています。OB 会はこの間の日曜日に行った

のですが、卒業生に中国から来ていただき

講演をしてもらいました。

　　　 みなさん積極的に参加されるので

しょうか。

松本　交流会については義務事項ではなく、

忙しければ来なくても構わないということ

にはなっていますから、よく参加する人と

そうでない人に分かれてるという感じはあ

りますね。

河島　OB 会などでは、ただ案内を送るだけ

ではなく、講演内容に関係するような研究

をしていた人などには「久しぶりに出てこ

ない？」と声をかけることはあります。ただ、

OB の方はみなさんだんだんと家庭を持った

りしていますから、土日の行事に参加する

というのはなかなか難しいのかなと思いま

す。また、それ以上に忙しいと感じるのが

現役の大学院生です。仕事をしていたら週

に２日休みがあるわけですが、研究活動に

は決まった休みはないので、毎日、盆暮れ

なく研究室に行っている人もいるようです。

松本　土日の行事に来られないというから、

何をしているのと聞くと研究室に出ている

と言うんです。休むということを先生に言

いにくいケースもあるようですね。

河島　ただし、奨学生の場合、年間を通し

て一回も交流行事に来ないという人はいな

いと思います。そしてみなさん来ると楽し

んで帰って行きます。他の奨学生に会えて、

自分の研究とは関係のないことが話せるの

で、交流会に参加するのが楽しいと言って

いた学生もいましたね。研修旅行は奨学生

だけの参加になりますが、今年の京都旅行

にはおよそ 30 人の参加がありました。

松本　自分の大学がある県から出たことの

ない人もいて、研修旅行などではリラック

スできて楽しかったと心から言ってくれま

すね。

河島　勉強や研究が第一優先で、交流会に

ついては忙しかったらまた次に来てくれれ

ばいいという感じでいます。でも中には、「奨

学金があってこそ日本で勉強が続けられる」

といって、積極的に参加する人もいます。

　　　 卒業生との繋がりということに関し

てはいかがでしょう。

河島　これまでの卒業生について、事務局

とは割とコンタクトがとれてますが、学生

同士の横の繋がりがあまりとれていないと

いう点は、ちょっと反省点ではあります。

同窓会については中国と台湾にこちらが出

向いて、現地にいる同窓生を集めてという

形で一昨年あたりから行っています。台湾

の場合ほとんどが台北にいるので集まり易

いですし、中国は上海でやりましたが、内

モンゴルとかウィグルといった所からも来

てくれましたね。

　　　 この 20 年間で奨学生の変化などは感

じますか。
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河島　一期生は 17 名でしたが、当時は中国、

韓国の方が多かったですね。2001 年、4 期

生を募集する頃ですが、新大久保駅で韓国

人留学生がホームから落ちた日本人を助け

ようとして亡くなるという事故があり、そ

の年は、先代の理事長の強い意向で韓国の

人をたくさん採用したということもありま

した。

　設立当初は今よりも経済的に苦しい人が

多かったように思います。毎朝アルバイト

で駅のトイレ掃除をしてから研究室に行く

という方もいました。国では医学部を出て

いても、日本に来たらそういうアルバイト

をしないと勉強ができないという方を支援

していたという感じです。最近はそこまで

苦労しているという方は少なくなりました

が、それも国によってまちまちで、今でも

応募時には一銭もお金を持ってないという

人はいます。

松本　最近はムスリムの人が増えてますね。

インドネシア、シリア、イエメン、セネガル、

スーダン…など。おかげでイスラム教のルー

ルや、ムスリムに対する理解が深まりまし

た。みなさん本当に深い信仰心を持ってい

ることに凄いなと感心します。それでいて

性格も明るい人が多く、日本人との違いを

感じることがよくあります。

　また、在学中に結婚する方がけっこうい

ますね。途中で子供が出来るというケース

もあって、奨学金だけでやっていけるの？

と心配することもあります。

河島　日本では学生結婚は少ないですし、

生活習慣や伝統的な考え方の違いと思いま

すが、勉学を続けながら結婚し子供も持っ

て、という人は偉いと思います。

留学生たちの東北震災ボランティア

　　　 次に海外提携奨学金プログラムにつ

いて教えていただけますか。

河島　このプログラムについては、海外で

の活動も行おうということで始まったもの

で、現在米国の５つの大学および機関と提

携を結んでいます。

松本　募集方法としてはそれぞれの機関で

公募・選考をしてもらい、選ばれた候補者

をこちらの奨学生選考委員会で追認するよ

うな形の選考方法になります。

河島　奨学金の使い方についてはいろいろ

河島さん
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で、ハワイ大学の場合、毎年 4 名を採用し

ていますが、二人は日本の大学に、二人は

日本からハワイに行くという交換留学制度

に使っていただいています。コロンビア大

学と南カリフォルニア大学は日本に関係の

ある研究をしている方ということで募集を

しています。米国日本人医師会（JMSA：ア

メリカ在住の日本人の医療関係者、医学部

生の方などが登録をされている団体）では

大学を問わず日本人の医学部生ということ

で募集をしています。ニューヨーク日系人

協会では主に東海岸の大学に通っている学

生で日米に関する研究をしている人を募集

しています。支給額はそれぞれトータルで

年間 30,000 ドルなんですが、30,000 ドルを

１人に、というところもありますし、日系

人協会のように毎年 5 − 6 人に支給してい

るところもあります。

　　　　 奨学金プログラム以外の活動も

行っているそうですが、それについて教えて

いただけますか。

松本　2011 年の東日本大震災で被災した学

生への支援ということで、東北 3 県の 6 つ

の大学に寄附をしています。

河島　基本的には被災した学生への奨学金

にしてくださいということですが、壊れた

寮の修復など他の使い方でも構わないとい

うことになっています。

松本　これまで５年支援してきましたが、

あと 5 年くらいはやろうという話はしてい

ます。それから、岩手県立大学と一緒に陸

前高田市の被災された方々に水を届けるボ

ランティアを毎月やっています。４−５名

から多い時は 10 名くらいの奨学生が現地に

行って、県立大の学生と一緒に水を仮設住

宅で配っているんです。

河島　このボランティアのきっかけは震災

後、私たちが岩手県立大学に震災の寄付金

の申し出をしたことでした。当時大学では

市役所で手付かずとなっていた各国からの

支援物資を被災者に届けるという活動をさ

れていたのですが、私たちがお声をかけた

のがちょうど支援用の水が無くなった時で、

伊藤園の人が来るのなら水を分けてもらえ

ないかというお話をいただいたんです。そ

れで持ち帰って理事長に相談したところ何

百ケースか寄附をしましょうということに

なったのですが、その時、うちには留学生

がたくさんいるので、希望者がいたらぜひ

手伝わせて欲しいという話をさせていただ

きご快諾いただいたんですね。

松本　月１回行っていて、今まで通算では

45 回行っています。復興支援の必要がある

間はずっとやりたいと思っています。

　　　 留学生にとっては素晴らしい経験に

なっていると思いますが、毎月希望者が途

切れることなくいるというのも素晴らしい

ですね。最後に財団のこれからについて、

個人的なご希望なども含めてお聞かせいた

だけますか。

河島　今年の 12 月に 20 年目を迎え、OB も

500 人を超えました。年長者は 50 歳を超え、

職業も大学の先生や研究者といった方が多

いので、彼らが現役の奨学生に論文の書き

方とか、先生との関係などの悩みについて

アドバイスできるようなシステムを作りた
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いと考えています。財団に恩返しをしたい

けど、モノで返す、お金で返すことは出来

ないので、そういう形で恩返しをしたいと

いうことを何人かの OB の方が言ってくれる

ようになりました。実際に交流会の時に偶

然話をして、継続的にアドバイスをしてい

るケースもあるようです。これをシステム

化して出来ればいいなと思っています。今

は奨学生と財団との関係ばかりなのですが、

そういったシステムを作ることで現役生と

OB とが繋がることも出来る、これまでとは

違った展開も期待できるのではと思ってい

ます。

松本　今年で 20 周年を迎え、来年８月の

19、20 日には記念の国際シンポジウムを企

画しています。まずそれがうまくいってく

れればいいなと思っています。また、将来

的に形は変わっても、財団の奨学生を増や

していくこと、一つでも多くの国から奨学

生を採用していきたいという気持ちはあり

ます。

河島　理事長はオリンピック参加国の数を

目指すと常々言っていますので、まだ奨学

生を出していない国ということでは、待っ

ているだけではなくてこちらからアプロー

チできないかなということも考えています。

本庄正則は財団をつくるにあたって、アメ

リカのフルブライト（※）のようなものを

目指すという思いを持っていましたが、私

たちもそうした思いを大切にして事業に取

り組んでいきたいと考えています。

　　　 これからも日本と世界を繋ぐ学生た

ちたのめに、御財団の益々のご発展をお祈

りしております。

※ フルブライト奨学金・・・アメリカ合衆国の大学
院生や研究者を対象とした国際交換プログラム、およ
び奨学金制度。1946 年に J・ウィリアム・フルブライ
トによって「世界各国の相互理解を高める目的」に設
立された。現在 51 の委員会（Fulbright commissions

（フルブライト委員会））と各国のアメリカ大使館、お
よび協力機関により運営されている。

本 庄 国 際 奨 学 財 団 

スタッフのみなさん

（背にした世界地図

には奨学生の出身地

にたくさんの印が記

されています）
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　今や世界第 2 位の経済大国となった中国。

その目覚ましい発展は、日本で学ぶ中国人留

学生たちの就活にも大きな影響を見せ始めて

いる。かつては日本留学後、日本で就職が彼

らの理想とする道であったが、中国国内企業

の魅力は年々高まっており、日本で学んだ成

果を武器に、母国に戻るという道を積極的に

選ぶ学生が増加してきているという。一方、

中国の日系企業は内需が拡大する中国市場で

ビジネスチャンスを広げるため、日本での留

学経験、就労経験のある優秀な中国人日本語

人材を求めている。こうした双方のニーズを

満たすために 2014 年から開催されているの

が「JOB 博 CHINA」 だ。11 月 19 日（ 土 ）、

東京・大手町のパソナ本社で行われた第 4 回

JOB 博 CHINA には、中国の日系企業を中心

に、グローバル企業、中国企業など計 22 社

が出展、説明会と面談会を行った。

　日本で学ぶ中国人留学生の母国リターン

就活の現状はどうなっているのか。イベン

トの主催者であるパソナ グローバル事業本

部マネージャーの岡山媛媛さんとパソナ上

海董事長兼総経理の山本和範さんにお話を

うかがった。

　　　 今回はどのような企業が出展し、ど

のような求職者が来場されているのでしょ

うか。

山本　出展企業については主に中国の日系企
業を対象としています。それらの企業が求め
る人材ということで、卒業後すぐ、もしくは
2 − 3 年日本で就労経験を積んで帰国したい
という留学生の方と、今現在日本で就労して
いるけれど母国の日系企業に転職したいとい
う方にご参加いただいています。
岡山　参加申込者の内訳は、2017 年卒の方
が 5 割、2018 年卒の方が 2 割、残り 3 割が
既卒の方で 30 歳以下の方が中心となってい
ます。新卒者の場合、第一希望は日本での就
職ですが、まだ内定をもらっていないので、
母国に良い企業があれば帰ってもいいという
方や、そもそも企業重視で選んでいるので働
く場所は問わないという方も増えています。
既卒の方の場合、数年間日本で働いたけど、
そろそろ家族のいる中国に帰りたいという
方、日本で学んだことを生かして母国でキャ
リアアップをしようという方もいます。
　　　 中国は広大ですが、みなさん勤務地

へのこだわりなどはあるのでしょうか。

岡山　中国の中でもっとも経済発展が進んだ
場所ということで、上海を第一希望にあげる
方が圧倒的に多いですね。一方で今回出展さ
れている企業の勤務地については中国全土に
わたるところもあれば、上海や北京といった
大都市になるところ、日本でも中国でもなく、
シンガポールに配属されるというところもあ
ります。

JOB 博 CHINA で聞く
中国で求められる日本語人材

留学生の就活
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山本　みなさんいずれは親元に帰
りたいと思っているわけですが、
まず日本にいるより中国国内にい
れば、何かあった時にすぐ駆けつ
けられるということで、中国国内
の一級都市に仕事を見つけておき
たいということです。そういった
意味で沿海部の北京、上海、深浅、
広州といったところは人気が高い
わけですが、特に上海は最も日系
企業が多い都市であり日本語を使
うポジションも数多くあります。
　　　 日系企業における日本語

人材の重要性というのはかなり高いのでしょ

うか。

山本　現地化の促進がうたわれて４−５年
経ちますが、まだ中国人が中国語で日系企
業をマネージメントするという時代には
なっていません。日系企業の場合、駐在員
の方が全従業員の５％〜 10％を占めていて、
要所要所に日本人が配置され、その日本人
を 20％くらいの日本語に堪能な中国人ス
タッフが支える、という構造になっていま
す。彼らは日本での就労経験や留学経験が
ある人たちで、中国法人の幹部層になって
いくというケースが多いですね。なぜなら、
日本企業の意思決定のプロセスというのは
中国とは全く違い、そ
こには言葉だけではな
い、日本的なビジネス
文化を心得ている中国
人が求められるためで
す。また、日本語と日
本文化を理解した方々
を採用することで日本

人と他の中国人従業員との間のブリッジ人
材にもなってもらえますし、ミッションや
経営理念といったものも浸透しやすくなり
ます。そうやって日系企業としては中国オ
ペレーションを進めていこうということな
のだと思います。
　　　 日本企業の中にも英語を公用語とす

るところが出てきていますが、中国ではいか

がでしょう。

山本　大手の商社などで英語を公用語とし
ている所もあります。しかし中国全体で見
ると英語を公用語としているところは 10％、
15％くらいでしょうか。多くの日系企業では
日本語が公用語になっています。

岡山さんと山本さん

学生
の声
　　　Ｋさん　男性　国立大学大学院修士２年　経営学専攻　
　　　私はコンサルティングに関する会社を探しています。今日は面接
もしましたが手応えとしては難しいかな。日本にいる間に中国にある企
業の内定をもらえればと思っています。中国は今、伝統企業がデジタル
化を進めている段階なので、中国でコンサルティング系の企業に入れれ
ば自分の力を生かせるのではと考えています。実は日本でも就活をして
IT 企業から内定をもらっています。でも中国で良いチャンスがあれば、
待遇面などを比較してみて帰ろうと思っています。
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　　　 待遇面について、日本の本社採用と

比べた場合どうなのでしょうか。

山本　新卒者ということで比較すると、日本
採用のほうが給与条件はいいですね。ただや
はりすぐに母国で働くことが出来るというメ
リットを重視し、そこは妥協されているよう
です。
岡山　中国の給与水準は年々伸びています
し、40 歳くらいになると日本とほぼ同じに
なります。部長クラスだと、むしろ中国のほ
うが高くなってきています。福利厚生面も現
在は各社とても充実していますので、以前の
ような差はなくなっていると思います。
　　　 現地法人の採用活動に関しては、日

本の本社も関わっているのでしょうか。

山本　本社がこういった就職イベントに参

加して優秀な人材を採用し、日本
で研修してから現地に送り込むと
いったことを積極的にやられてい
る企業も見受けられます。そこは
企業の中国市場に対する本気度、
取り組み方が、そのまま採用にも
現れていると感じています。
　　　 中国での日系企業の活動

は最近どのような傾向にあるので

しょう。

山本　最近は中国を販売市場とし
て位置づける企業が増えています。メーカー
は昔から進出しているのですが、最近の特徴
として、コンサルティング会社などのプロ
フェッショナルなサービスやインターネット
広告などを手がける IT 系の会社が伸びてき
ています。また、飲食やスーパー銭湯などエ
ンターテイメント系の進出も増えています。
中国経済は景気が悪いといったことを言われ
ていますが、内需は拡大しており消費者の購
買意欲は高いので、そこをしっかり開拓して
いこうという思いはどの日系企業も持ってい
るのだと思います。
　　　 文系理系を問わず需要があるという

ことですね。

山本　文系理系を問わず幅広い職種で求人
はありますが、中国全体を見て足りていな

いと言えるのは、日本語
が喋れる工学系、技術系
の方ですね。営業職など
の文系人材についてはあ
る程度いますが、日本語
ができる理系人材という
ことになると、なかなか
見つからないというのが

学生
の声
　　　Ｎさん　女性　国立大学大学院修士2年　繊維学専攻
　　　中国にいれば家族や親戚、友人にすぐに会えるので帰国を希望
しています。今日は大手日系自動車メーカー 2 社の面接を受けました。
品質管理部門があって自分の専門に近いため、自分の知識が生かせる
と思っています。1 社は面接官の印象がとても良かったので、期待して
います。ただ、もし自分の学んだことが生かせて、将来中国に行ける
ような良い企業があれば、日本で就職しても構いません。今は日本と
中国、両方の企業の話を聴いているところです。
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現状です。
　　　 求職する側はどのような企業を希望

するのでしょう。

山本　やはり大手志向は強いですね。今回は
日系企業のほかにグローバル企業のデロイト
や中国系のアリババも出展されていて、学生
からは人気がありますね。
岡山　今、中国政府は中国企業の海外進出を
促しており、中国で成功して資金力のある会
社は次の進出先として日本に大変注目して
います。ですから中国企業の場合、これから
日本でビジネスを立ち上げる、また日本での
サービスやマーケットシェアをもっと増やし
たいと考えていて、そのための日本語人材を
採用したいということです。
　　　 今回の JOB 博 CHINA に対する反響

はいかがでしょう。

岡山　JOB博CHINAは今回で4回目ですが、
前回（2015 年 11 月）7 社だった出展企業は
今回 22 社に、参加者も 200 名から 600 名に
と、ともに 3 倍に増えました。企業側、人材
側ともにニーズが増しているということです
ね。私もそうでしたが、昔は日本留学後、日
本就職が第一希望という方が圧倒的に多かっ
たのですが、今は帰ってもよい、帰りたいと
いう方が増えて分散しています。大学のキャ
リアセンターではそういった方の就職サポー
トは難しく、私たちのところに相談に来られ
るケースもあります。OB の方が現地で後輩
の面倒を見ているそうですが、限界があると
いうことですね。
山本　帰国して就職する方の場合、大学とし
て卒業後の進路が掴めないということが多い
です。しかし大学が帰国就職を希望する学生
のことまでケアできたら、それは学生にも喜

ばれ、大学の評価にも繋がります。
　　　 会場は参加者のみなさんの熱気で溢

れていました。

岡山　今回、大手の様々な業界の会社に出展
いただいていますし、加えて私たちが帰国就
職に関する基本的な知識についてのセミナー
や個別相談会を開催しているので、参加者の
みなさんには満足していただいていると思い
ます。何より日本にいながら内定がもらえる
というのは求職者にとってとても大きなメ
リットです。特に大都市出身でない方は、帰
国といってもどこに戻ればいいのかわかりま
せん。田舎に帰ってしまったら就職活動もで
きません。日本で中国での就職先を決められ
れば、新しい生活のための準備もしやすいで
す。
山本　４−５年日本で生活していると、日本
のことは知っているけど中国の状況は知らな
いという方が多く、みなさん情報にはすごく
飢えています。ですからセミナーや相談会で
は中国の賃金の仕組みや相場、税金や社会保
険はどのくらい引かれるのかといった質問が
多かったですね。
　　　 貴重なお話、ありがとうございました。

取材協力：（株）パソナグループ広報室

パソナ上海

中国上海市淮海中路 222 号力宝広場 910 室

TEL　021-5382-8210

E-mail  sh@pasona.com.cn

URL  https://www.pasona.com.cn 

パソナ グローバル事業本部

東京都千代田区大手町 2-6-4

TEL 03-6734-1270 

URL  http://www.pasona-global.com/gl/
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ＴＮＩからＡＢＫへ

　　   ３人娘の日本留学

  日本への関心と TNI 入学

編集部：　ヌンさんとソンさんは日本語を
学び始めたきっかけは同じですか。
ヌン：　はい。母の友達が日本人と結婚し
ていて、普段は日本に住んでいるのですが、

本誌連載コラムでもお馴染の泰日工業大学（TNI）。元日本留学生たちによって 2007 年
に設立された TNI では日本語はもちろん日本式経営、ものづくりを中心とした教育が行わ
れ、毎年多くの卒業生を日系企業を中心としたタイの産業界に送り出し高い評価を得てい
る。その TNI を今年卒業し、ABK 学館日本語学校（ABK カレッジ）に留学したのは計 16
人。彼らはなぜ日本に興味を持ち、今日本でどんなことを考えながら留学生活を送ってい
るのか。THANUCHAVIWAT SASITHON（ヌン）さん、SASIPRAPA（ソン）さん姉妹と
RAKSACHAT METHITA（ター）さんの３人に TNI の思い出なども交えて語ってもらいました。

ヌンさん ソンさん ターさん

よくタイに遊びに来て家族同士で付き合い
があったんです。それで子供の頃よくその
家の子と遊んでいたのですが、その時日本
語や日本の音楽を教えてもらったのが、日
本に興味を持ったきっかけですね。7 歳くら
いでしたが、ひらがなを書いてみたり、ジャ

タイ
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資して利益をあげなければいけないのです
が、とてももいい経験になりました。
ター：　7 － 8 人のグループで会社を作り、
ものづくりをしてそれを販売するんです。
ヌン：　私たちは鞄とスカーフを製造して
売りました。自分たちでデザインをした鞄
とスカーフを工場と相談して生産し、販売
用のウェブサイトを立ち上げてそこで売っ
たんです。それぞれ 100 個作りましたが、
全部売り切りました。
ター：　私たちはクッキーのビジネスです。
クッキー作りが上手な友達がメンバーにい
たので、みんなで特別な味を考えて、それ
を私の家で製造し、市場にお店を借りて売
りました。
編集部：　楽しそうですね。他に TNI らし
い授業はありますか。
ソン：　経営の授業の中には日本人の先生が
日本語で教えるというものがありますが、こ
うした授業は TNI らしいと思います。
ター：　日本企業が実践している五ゲン主義

（現場、現物、現実、原理、原則）について
学んだり、授業は新鮮で楽しかったです。
編集部：　大学の雰囲気などはどうですか。
ター：　小さい大学ですから学校の中は家
族のような雰囲気なんです。
ヌン：　何か問題があってもすぐに気軽に
先生に相談できるという空気があります。
ソン：　他の大学は学部で分断されていて、
この学部はこの先生が管理するといった感
じなのですが、TNI は学生数が少ないので
そういう隔たりはなく、全ての先生が全て
の学生の面倒を見ているという感じです。
ヌン：　普通は学部が違うと友達になるこ
とはあまりないのですが、TNI ではお昼ご

ニーズの曲を聴くようになったりしました。
ソン：　それで高校では外国語の授業に日
本語を選択して勉強を続けました。大学で
はもっと本格的に日本語を勉強したいと
思ったんです。
編集部：　日本語を専攻できる大学は他に
もありますが、進学先に TNI を選んだのは
どうしてですか？
ヌン：　私たちは経営についても興味があっ
て、学んでみたいと思っていたので、それ
じゃあ経営と日本語と両方一緒に学べる大
学はないかと考えて、TNI へ入学すること
に決めました。
編集部：　ターさんはどうですか？
ター：　私が日本について興味を持ったの
は 14 歳くらいの時で、ラジオで WAT（ワッ
ト）という日本の歌手の歌を聴いたことが
きっかけです。メロディーと歌声に魅かれ
て、日本語を理解したいと思ったんです。
それで高校の外国語の授業では日本語を選
択して週に 4 日、日本語の授業を受けてい
ました。大学ではもっと本格的に日本語を
学ぼうと思ったのですが、それだけでなく
他の専門的な分野についても学びたいと思
い TNI を選びました。
編集部：　大学で専門分野を２つ学ぶとい
うのは大変ではなかったですか？
ヌン：　大変でしたけど、両方とも好きな
ことでしたから苦にはなりませんでした。
むしろとても中身の濃い勉強が出来たと思
います。
ソン：　TNI では 3 年生のとき、学んだこ
とを生かして自分たちで実際にビジネスを
してみるのですが、それは他の大学にはな
い TNI の特徴ですね。自分たちでお金を投
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飯もみんな同じ場所で食べますから、キャ
ンパスにいる学生みんなが友達という感じ
でした。
編集部：　学問以外で学んだ日本スタイル
はありますか。
ソン：　ありますよ。例えば「ゼロレイト

（zero late）」といって、遅刻を無くそうと
いう取組みを大学全体でやっています。遅
刻が 3 回だと欠席になるんです。欠席が増
えると大きなテストに参加できないなど成
績に影響してきますから、みんな真剣に遅
刻をしないように努力するんです。
ヌン：　時間を守ることの大切さを教えて
くれましたね。それに比べるとタイの普通
の学校は楽です。いつもリラックスしてい
る感じです。
ター：　タイは高校でも遅刻は問題ありま
せん。時々授業の前にみんなでお菓子を食
べながらお喋りして、遅れて授業に参加す
ることもあります。
ヌン：　10 分遅れても大丈夫ですね（笑）
編集部：　ではゼロレイトはみなさん辛く
はなかったですか？
３人：　楽しかったです。
ター：　朝起きて時計を見て、慌てて学校
に行くのはちょっとゲームみたいで楽し
かったですね。
ヌン：　就職についても、日系企業で働き
たい人がいると大学がいつでも会社にコン
タクトをとってくれますし、ジョブフェア
といって 100 社近い日系企業が大学に来て
ブースを出す合同説明会もあります。他の
大学ではそういうことはないですね。です
から将来日本企業に就職したいと思ってい
る人や、日本留学を考えている人にとって

TNI はお勧めの大学です。

  日本留学と ABK カレッジ

編集部：　では初めて日本に来た時のこと
を教えてもらえますか。
ヌン：　私たちが初めて日本に来たのは高
校１年生の時です。学校の短期研修プログ
ラムで姫路の姉妹校に 1 週間ほど来ました。
その時ホームステイをしたのですが、ホス
トファミリーがとっても優しくて、何かで
きないことがあるとゆっくり教えてくれて、
一生懸命手伝ってくれました。その時日本
人が大好きになりました。
ソン：　姫路は山がとてもきれいで、生活
もゆっくりした感じで、その後東京の高校
にも行ったのですが、全然違いましたね。
ター：　私が初めて日本に来たのは高校１
年生の時で、友達と友達のお父さんと一緒
にディズニーランドなど、東京を旅行しま
した。最初に思ったのは、この国はとって
もきれい！ということ。ゴミは落ちてない
し、季節は秋で、気候がとても良くて木が
紅葉していて…。感動しました。
編集部：　では具体的に日本に長期留学す
ることを考えたのはいつ頃ですか。
ヌン：　私は 2014 年の大学３年生の時に
ABK カレッジに 2 か月間短期留学したの
ですが、帰国してすぐ、卒業したら ABK
に留学しようと決めました。理由はまず 2
か月間だけなのに思った以上に日本語力が
アップしたことを実感できたからです。そ
れからその時私は東京中いろいろな所に出
かけましたが、中でも原宿や渋谷がすごく
気に入って毎日のように通っていました。
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そこで東京のファッショ
ン文化を体験して、私は
経営と日本語が好きだけ
ど、じゃあ将来何をやり
たいのかと考えた時、そ
れはファッションのこと
だと思ったんです。日本
には四季がありますが、
タイは１年を通して暑い
のでファッションも１年
中同じような感じです。
だから日本に来て、ファッ
ションってこんなに素敵なんだということ
に気付いたんですね。
ソン：　私はとにかく日本人のように日本
語を話したいと思って留学を決めました。
タイでも日本語は勉強できますが、日本に
いれば周りは全て日本語ですから、タイで
学ぶよりずっと実力がつくと思ったんです。
ABK カレッジを選んだのは短期留学がとて
も楽しかったから。もっとここで学びたい
と思いました。
ター：　私はずっと、もっと日本語が上手
になりたい、将来は日本で働きたいと思っ
ていたのですが、去年の 10 月に ABK の奨
学生試験を受けられるチャンスがあって、
チャレンジしみたら合格できました。
編集部：　ABK カレッジの感想を教えてく
ださい。
ヌン：　先生はとっても優しいですね。就
職先を探す時もとても丁寧に手伝ってくれ
ます。この会社はちょっと興味がないと言
うと、「無理なら大丈夫、ほかの会社をがん
ばって探しましょう」って。心の温かさが
伝わってくるんです。

ソン：　私たち、思わずタイ語で「お母さ
ん！」って呼んでしまうのですが、それく
らい、いつも親身に私たちの相談に乗って
くれます。
ター：　時々、この会社は面接したくない
と我がままを言ってしまうのですが、そん
な時も「いいんですよ、あなたの将来だか
らゆっくり考えてね」って。本当に優しい
です。
編集部：　3 人とも同じクラスですがクラス
メートはどうですか。
ター：　クラスは23人で、みんな面白いです。
ヌン：　ベトナム、中国、台湾、香港、イ
エメン…。インドネシアの人のことは「お
父さん」って呼んでるんです。彼はいつも
美味しいお店を探していて、いいお店が見
つかるとみんなを連れて行ってくれるんで
す（笑）。
編集部：　では後輩にも日本留学、特に
ABK はお勧めですね。
ヌン：　はい。実は今も ABK に留学したい
という後輩たちから相談を受けているんで
す。ABK にはいろいろな国の生徒がいます
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が、先生や職員のみなさんは、それぞれの
国の文化の違いを理解し対応しようとして
くれています。その気持ちが伝わってくる
ので、嬉しいんです。
ソン：　学校と寮の環境はとても良いです
ね。安全で買い物にも便利ですから、後輩
にも勧めています。
ヌン：　なぜ ABK が TNI で人気があるの
かというと、たまに説明会で来る校長先生
がとても優しそうで雰囲気がいいからなん
です。ほかの学校の校長先生も来ますが、
ちょっと冷たい感じがします。
編集部：　説明会での校長先生の印象って
大きいんですね。
ソン：　タイ人は優しい人が好きですから、
みんなはこの人が校長先生の学校に行って
みたいと思うんです。本当に先生の雰囲気
は大切です。タイ人は先生が優しい、温か
い人なら、安心してその学校に通えると思
うんです。

  人に優しいタイ社会

編集部：　3 人は就職活動をされているそう
ですが、どんな会社を探していますか。
ター：　私の趣味はブログを書くことで、
文章を作ることが好きですから、日本の出
版社で仕事をしたいと思っていたのですが、
タイ人を探している出版社というのはなか
なか無いですね。でも最近タイ関係の雑誌
を作っている会社の求人を見つけたので、
そこに履歴書を出してみるつもりです。
ヌン：　タイ人が欲しい会社というのは自
動車系などのメーカーが多いですね。私た
ちはファッション関係の会社を探していた

のですが、なかなか見つからなくて、最近
両親に相談をしたら大学院に行くことを勧
められました。
ソン：　それで、ファッション関係の研究
ができる大学院に入ることを考えています。
ファッション関係の会社に話を聞くと、ま
ずお店で１〜２年アルバイトをして、認め
られたら正社員として採用、というところ
が多いので、大学院に入ったら、お店でア
ルバイトをして経験を積んで、社員を目指
せればと思っています。
編集部：　実際に東京で生活してみると、
楽しいことばかりではないと思いますが、
嫌なことなどはありませんか。
ソン：　東京の日本人は外国人に対してみ
んな冷たい感じがします。
ヌン：　学校では先生も職員もみんな優し
いのですが、学校を出ると違う世界になり
ますね。特に若者は感じが良くない人が多
いです。
ソン：　タイはバスの中では、女性やお年
寄りに男性が席を譲るのですが、日本の男
性は気にしないですね。
ヌン：　一時帰国の時、大きな荷物を持っ
て電車に乗り込もうとしたら、日本人の若
者に「面倒くせえなあ」と言われました。
私はがっかりました。それにスーツケース
がとても重くて駅の階段で苦労しているの
に誰も手伝ってくれません。タイに帰ると、
必ず誰かが「重いですか？持ちましょう
か？」って声をかけてくれます。
編集部：　タイではバンコクのような都会
でも男性が女性に席を譲るのは当たり前で
すか？
ソン：　譲らなかったらみんなから冷たい



アジアの友　第 523 号　　　2016 年 11月 20日発行

21

目で見られます（笑）。
編集部：　女性というだけで席を譲ると、
日本ではちょっと驚かれるかもしれません
ね。
ヌン：　もちろん親切な人もいます。以前
新宿でアルバイトに行く時に道に迷って
いたら、自動翻訳機を持ったおばあさん
が近づいてきて、その機械で「Can I help 
you?」って話しかけてきたんです。それで
私がここに行きたいと住所を見せると、私
の手をつかんでその場所まで連れて行って
くれました。びっくりしたのですが、とて
も嬉しかったです。
編集部：　翻訳機を持ったおばあちゃんで
すか！？　困っている外国の人を助けるの
が好きなのかもしれませんね。
ター：　私は普段の生活で特別いやなこと
はないのですが、アルバイト先が新大久保
で外国人が多いので、夜帰宅時に声をかけ
られたりして、ちょっと怖いなあと思いま
す。でも逆に（ABK のある）巣鴨や駒込駅
で降りると、ここは静かに暮らす場所とい
う感じで、凄くホッとします。
ヌン：　私の周りはいい人ばかりですから、
たまに冷たい人と出会っても、それは知ら
ない人ですから気になりません。それより
も日本のファッション業界で働きたい、働
けたら幸せだという思いが強いです。
編集部：　他に日本に住んでみてわかった
タイの素晴らしいところを教えてください。
ヌン：　タイ人はみんなが家族みたいです。
例えば日本のお店では、お客さん、店員さ
んの関係ですが、タイだとクンナー（おば
さん）、クンピー（お兄さん、お姉さん）、
クンヤイ（おばあちゃん）って、どこに行っ

てもみんな家族みたいに呼び合います。だ
からタイは居心地が良くて寂しさを感じま
せん。それからタイの文化はとてもきれい
だと思います。古いお寺やソンクラーン（灯
籠流し）、ロイカトーン（水掛け祭）などの
伝統行事と人々の生活が密着していて、そ
れは素晴らしいことだと思います。
ソン：　屋台も素晴らしくて便利な文化だ
なって改めて思います。外に出れば 24 時
間いつでも安くて美味しい食事ができます
から。
編集部：　本当に食事は羨ましいですね。
タ ー：　 初 め て 日 本 に 来 た と き は、 パ
ンに 150 円の値札が付いているのを見て

「えーっ！高い」って、驚いたんですが、今
は安いかなって思えるようになりました。
果物もタイは安いのでいつでも好きなだけ
食べられますね。でも一番特別なことは街
も人も雰囲気が良いということですね。
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ヌン：　私たちのクラスの友達は、「どうし
てタイ人はいつも笑顔なの？」って聞いて
くるんです。
ター：　私たちは、自分たちがいつも笑顔
でいるように思われているっていうことが
不思議でした。文化が違うんだなあって思
います。
ソン：　どうして私たちがいつも笑顔でい
られるのか、それは私たちにもわからない
です（笑）。

  日本の良いところと将来

編集部：　ではみなさんにとってタイより
日本が良いところはなんでしょう。
ヌン：　日本は安全ですし、社会のシステ
ムが素晴らしいです。タイは規則にゆるい
というか、そのため犯罪も多いです。大学
の周辺でもみんなとても気を付けていて、
特に夜は友達と一緒に行動して早く寮や家
に帰るようにしています。友達とたくさん
で歩いていれば大丈夫ですが、一人だとと
ても危ないです。
ター：　野良犬がたくさんいて、大抵は寝て
ばかりですが、中には危ない犬もいますね。
ヌン：　渋滞も問題ですね。タイはいつも
渋滞してるので遅刻にも寛容になってし
まってます。日本はバスも時間通りに来ま
すから、予定通りに動け約束も守れますね。
ター：　電車やバスだけでどこにでも行け
るというのは素晴らしいです。バンコクの
私の家は都心からちょっと遠いのですが、
近くにはバスも通っていませんし、バイク
タクシーもありません。だから車だけが頼
りなのですが、私は運転できないので自分

で移動することができません。
編集部：　日本ではそういう所では自転車
を利用しますね。
ター：　自転車もありますが、タイの道路
は自転車が走ることを考えて作られていま
せんから、とても危ないですね。だからほ
とんど使いません。
ヌン：　結局みんなが自分の車を持って、
それで渋滞になってしまう。
ター：　東京の、朝夕の電車の混雑は凄い
けど、でも便利なのはいいことです。
ヌン：　混んでいる電車に乗るときは後ろ
向きに乗るってホストファミリーに教わり
ました（笑）。
編集部：　みなさんいろいろと東京で生活
していく手段は身に付けたようですね。最
後に将来の夢を教えてください。
ソン：　ヌンさんと一緒にタイにファッショ
ン関係の会社を作りたいです。
ヌン：　タイでは日本や韓国、中国の服も
生産していますが、タイのブランドという
のはあまりありません。ですからいつかは
タイで自分のブランドを作り、タイのブラ
ンドイメージを作りたい。もちろん経営に
は日本スタイルを取り入れます。
ター：　私はしばらく日本で生活をして良
い経験を積みたいと思っています。いま、
日本に来て７か月ですが、外国で初めて一
人暮らしを経験して、いろいろなことがで
きるようになり、自信がつきました。次は
社会に出て、少なくとも 5 年くらいは日本
で仕事の経験を積みたいと思っています。
編集部：　みなさん身体に気を付けて、将
来の目標に向けて歩んでいただければと思
います。
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泰日工業大学（TNI）  　　　  

⑳ 2016 年度卒業式と日本で働くＴＮＩ生 水谷光一

奮闘記

バンコクの泰日工業大学で活躍するスタッフ＆先生によるリレーエッセイ

2016 年度卒業式が行われる

　2016 年 11 月 13 日、バンコク東の郊外にあ
るラーマ９世国王陛下記念公園（タイ語：ス
ワンルアン・ロー９）で、2016 年度卒業式が
行われた。おりしも 10 月 13 日に国王陛下が
ご逝去され、会場に関して再考した方がいい
のではと言う意見もあったが、TNI が立派に
なったことを国王陛下にご報告した方がいい
ということになり、会場は予定通りとなった。
   2012 年に入学し、このほど卒業証書を手に
した学生は学部卒業生 633 人。大学院卒業生
73 人、合計 706 人であった。
　2012 年に入学した学部生は（学生登録ベー

ス）964 人いるので、４年ストレートで卒業
した学部生は約 66％ということになる。TNI
だけでなく、タイで大学を卒業するにはそれ
だけしっかりとした勉強をしなければならな
いと言うことである。（ちなみに大学院生は
73/164 名で 44.5％）
  特に 2012 年は前年の大洪水の被害もあり、
入学生が落ち込んだ年でもあった。当時は
日本企業がタイから逃げ出すという流言があ
り、日本企業への将来性が揺らいでいた。に
もかかわらずこの年に入学してくれた学生に
は感謝したい。
　今年の学部卒業生 633 人の進路を現在の段
階（進路調査が可能だった 607 名）で見てみ

就 職
（447）

進学・留学
（69）

求職中
（69）

自由業、アルバイト
（35）

ABK に留学
（16）

海外に留学
（26）

タイ国内で進学
（27）

ＴＮＩ 2016 年度卒業生の進路
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Ｔ
Ｎ
Ｉ
奮
闘
記

ると、タイ、国外を問わず進学しているもの
69 名（内 ABK16 名）、就職をした者 447 名（約
73%）、求職中の者 56 名、アルバイト・フリー
ランスなど 35 名であった。就職した者の中
で約 30％（131 人）が生産業であった。

卒業生を訪ねて、日本へ

　10 月 4 日から学長と日本に出張した。東
洋大学と上智大学（共に東京都）で大学研究
室交流協定を締結し、10 日にものつくり大

学（埼玉県）、11 日に滋賀大学、立命館大学
情報理工学部（共に滋賀県）を訪問し、その
後トヨタの内山田竹志（一社）日・タイ経済
協力協会（JTECS）会長を訪ねるために名
古屋を訪問した。
　その際、せっかくなので名古屋で働いてい
る TNI 卒業生に会いたいと、チャーコーン
君（日本名 川神勉君）に連絡を取り、会う
ことが出来た。勉君は TNI 在学時代から何
事にも積極的で様々なイベントを手伝ってく
れていた。2011 年に卒業すると同時に日本で

2016 年度ＴＮＩ卒業式の様子
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水谷光一　1988 年渡タイ。1990 年から
TPA 日本語教師 ｡96 年から TPA 国際業務
職員。99-05 年まで日本帰国、ABK 勤務。
05 年に TNI のプロジェクトに参加する決心
で再びタイに！

就職をし、金型の会社、食品業などを経て現
在はエアコンの効率を上げる省エネ製品の販
売をしている。
　在学中から勉君の日本語能力は相当なも
のであったが、日本で働き始めた当初はな
かなか日本の企業文化、働き方に馴染めず、
努力が必要だったそうだ。タイ人としての
名前を名刺に刷るのではなく、あえて日本
名を使い（この名前は子供の頃ご両親が考
えたとのこと）顧客からは日本人と同様に
扱ってもらい、外国人社員であるという甘
えを退けたという。おかげで今では経営者
からも信用を得て、タイ向けの営業だけで
なく、日本人とまったく同じ任務に就いて
がんばっている。
　勉君が TNI に進学を決めたとき、必ずし
も両親は賛成ではなかったらしい。しかし
高校の時に見た日本映画の影響を受けて、
日本が心底好きになったという勉くんは、
迷うことなく TNI へ進学、日々日本語と
日本式ビジネスに関する知識を深めていっ
た。そして当然のごとく、旅行だけではな
く日本に暮らし、日本社会で働き、日本人

と接して見たいと思うようになった。勉
君の会社のエアコン効率を上げる部材は
すでにタイにも輸出され、タイのコンビ
ニでも採用される兆しがあるようだ。日
本での生活は苦しいことも少なくないが、
自分の姿を見て、時として内向きになる
タイ人の友だちにもがんばって欲しいと
思っている。
　勉君も全て把握しているわけではない
が、日本人と同様に採用された者、タイ
の法人から派遣されている者など約 10 名
の TNI 卒業生が名古屋周辺で就職し暮ら

しているらしい。勉くんは、「日本で働くコ
ツはタイ人の仲間ばかりと付き合っていて
はだめ。積極的に日本人の中に入って行き、
一緒に働き、日本人の行動と信条を理解す
ること」だと話してくれた。
　彼にはさらなる夢があるそうで、それを
目標に日々がんばっている。その目標とは
…いつか目処が付いたときに教えてくれる
そうで、楽しみにしている。

卒業式で学生、先生方と（右端が筆者）

名古屋地域で働く TNI 卒業生たち
（右から３人目が勉くん）
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ABK is My Home

最近の来館者たち

▲ インドの Mr. M. R. Ranganathan（元 ABK
同窓会研修生 1972/7-1973/1 他、ABK-AOTS
タミルナド同窓会創設者・現会長）とお孫さん

（2016/10 立命館太平洋大学に留学のため来日）
来館   〈2016/9/13〉

▲  

韓国の Mr. Wang Dai Youl（元 ABK 同窓会
研修生 1982-84）ご夫妻来館  〈2016/9/15〉

▲  メキシコの Mr.Ishidro Hurtado Soto
（元 AOTS 研修生 1975/3-1976/9）ご
夫妻来館〈2016/9/30〉



アジアの友　第 523 号　　　2016 年 11月 20日発行

27

▲

 泰日工業大学（TNI）Supong 理事長との
歓迎懇談会 〈2014/10/15〉

▲（一財）海外産業人材育成協会（HIDA、旧 AOTS）は「ものづくり人材大使」制度を創設し、その第
１号としてタイの ABK-AOTS タイ同窓会 Suchai Pongpakpien 会長、泰日工業大学（TNI）Supong 
Chayutsahakij 理事長、Bandhit RojarayanontTNI 学長の 3 名が世耕経済産業大臣隣席の下任命され
た。任命式の後、当会館に立ち寄り懇談。（前列向かって左から Bhandit TNI 学長、Supong TNI 理事長、
Suchai ABK-AOTS タイ同窓会会長、小木曽当財団理事長）   〈2016/10/14〉

▲ インドの Mr. C. S. Raghavan〔AAAWI（AOTS/
HIDA ALUMNI ASSOCIATION OF WESTERN 
INDIA）の役員〕来館。ABK 同窓生募金寄付者
芳名録ボードのトップにある A.A.A.W.I.(AOTS 
Alumni Assoc. of Western India) を指さし、撮
影  〈2016/10/18〉
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最
近
の
来
館
者
た
ち

▲ マレーシアの林維仁さん（元 ABK 日本語コース
生 1996/4-1997/3）来館   〈2016/11/7〉

▲ タ イ の Mr.Boonak Charoenkoop（ 元 AOTS
研修生 1964-1965）ご夫妻来館  〈2016/11/14〉

▲  香港理工大学副学長一行 4 名、都立小石川中
等教育学校で大学紹介・教員と交流後、ABK 訪問

〈2016/10/25〉

▲ ABK-AOTS タイ同窓会役員の Dr. Datchakorn 
Tancharoen（Mr.）来館   〈2016/11/1〉

▲ マレーシアの梁至揚さん（元 ABK 日本語コー
ス生 2001/10-2003/3）来館〈2016/11/5〉
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2016 年 10 月 3 日、1986 年〜 1987 年の ABK 日本語コース 4 期生の有志が東京に集まり巣鴨
で同窓会を開きました。マレーシア、中国、米国、日本に在住のマレーシア、台湾の元留学生です。
日本語のクラス担任をはじめとした先生、先輩、職員等が招待され、しばし昔に戻り旧交を温めあっ
という間の 2 時間、大変楽しく過ごしました。（Mr. Tan See Seng、Ms. Teoh Eng Chooi、Ms. 
Yong Cheng Yuen、Ms. Lai Peck Lung、Mr. & Mrs. Ong Ka Seng さんとお嬢さん、Ms. 鍾文
婷（中川翔詠）、Ms. 汪瑜雯）

日本語コース４期生同窓会開催Ａ Ｂ Ｋ
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奨
しょうがくきん

学金情
じょうほう

報

　※ 奨学金情報は Japan Study Support のホームページよりご覧いただけます（http://www.jpss.jp/ja/）

■ 岩
いわたにこくさいりゅうがくせいしょうがくじょせい

谷国際留学生奨学助成

●対
たいしょう

象：（１）日
に ほ ん い が い

本以外の国
こくせき

籍を有
ゆう

し、中
ちゅうごく

国、韓
かん

国
こく

、モンゴル、台
たいわん

湾、カンボジア、インドネシア、

ラオス、マレーシア、ミャンマー、フィリピン、

シンガポール、タイ、ベトナムから修
しゅうがく

学または

研
けんきゅう

究のために来
らいにち

日している私
し ひ り ゅ う が く せ い

費留学生　（２）

大
だいがくいん

学院の修
しゅうしかてい

士課程および博
は く し か て い

士課程の在
ざいせきしゃ

籍者、ま

たは入
にゅうがくけっていしゃなら

学決定者並びに博
は く し か て い

士課程３
さんねんしゅうりょうしゃ

年終了者で博
はく

士
し

学
がく

位
い

取
しゅ

得
とく

のための継
けいぞくざいせきしゃ

続在籍者　（３）自
し ぜ ん か が く

然科学

系
けい

および関
かんれん

連する学
が く さ い ぶ ん や

際分野（①工
こうがく

学、理
り が く

学およ

び農
のうがく

学の全
ぜんぱん

般　②医
い が く ぶ

学部の一
い ち ぶ

部…分
ぶんしびょうたいがく

子病態学、

公
こうしゅうえいせいがく

衆衛生学のみ　③薬
や く が く ぶ

学部の一
い ち ぶ

部…分
ぶ ん し び せ い ぶ つ

子微生物

学
がく

のみ）を専
せんこう

攻している者
もの

　（４）平
へいせい

成 29 年
ねん

4
し

月
がつついたち

1 日時
じ て ん

点の年
ねんれい

齢が修
し ゅ う し か て い

士課程は満
まん

30 歳
さ い み ま ん

未満、

博
は く し か て い

士課程は満
まん

35 歳
さ い み ま ん

未満の者
もの

　（５）平
へいせい

成 29 年
ねん

４
し が つ い こ う

月以降、他
ほか

からの奨
しょうがくきん

学金を受
う

けない者
もの

　（６）

年
ねん

５
ご

回
かい

開
かい

催
さい

する奨
しょうがくせいれいかい

学生例会（うち１
いっかい

回は２
に

泊
はく

３
みっ

日
か

の研
けんしゅうりょこう

修旅行）に参
さ ん か

加できる者
もの

　（７）奨
しょう

学
がく

金
きん

支
し

給
きゅう

終
しゅう

了
りょう

後
ご

も当
とうざいだん

財団と通
つうしんとう

信等を継
けいぞく

続する意
い し

志のあ

る者
もの

　（８）国
こくさいこうりゅう

際交流と親
しんぜん

善に貢
こうけん

献しうる者
もの

　

（９）日
に ほ ん ご

本語で日
にちじょう

常の会
か い わ

話ができる者
もの

●奨
しょうがくきん

学金：月
げつがく

額 150,000 円（別
べ っ と

途、学
がっ

会
かい

発
はっ

表
ぴょう

のための旅
り ょ ひ

費などを補
ほ じ ょ

助する）

●支
しきゅうきかん

給期間：原
げんそく

則１年
ねんかん

間

●採
さいようにんずう

用人数：15 人
にん

●応
おうぼほうほう

募方法：必
ひつようしょるい

要書類を用
よ う い

意し財
ざいだん

団に提
ていしゅつ

出する

（必
ひつようしょるい

要書類については実
じ っ し だ ん た い

施団体ホームページを

参
さんしょう

照） 

●募
ぼしゅうきかん

集期間：1
じゅうにがつついたち

2 月 1 日（木
もく

）〜 1
じ ゅ う に が つ は つ か

2 月 20 日

（火
か

）（当
とうじつけしいんゆうこう

日消印有効）

●実
じっしだんたい

施団体・問
といあわ

合せ先
さき

： 

公
こうえきざいだんほうじん

益財団法人 岩
いわたになおじきねんざいだん

谷直治記念財団

〒 104-0028　東
と う き ょ う と ち ゅ う お う く や え す

京都中央区八重洲２－４－

１１　八
や え す

重洲ｈ＋ビル３階
かい

TEL：03-6225-2400

FAX：03-3231-7070

E-mail：haga@iwatani.co.jp

information@iwatani-foundation.or.jp

URL：http://www.iwatani-foundation.

or.jp/
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イベント情
じょうほう

報

■ 第
だい

36 回
かい

からいも交
こうりゅう

流・春
はる

  ホームステイ参
さんかしゃぼしゅう

加者募集 
「からいも交

こうりゅう

流」は、ホームスティの約
やく

２週
しゅうかん

間、学
がくせい

生さんはホストファミリーの仕
し ご と

事を手
て つ だ

伝ったり、

地
ち い き

域の交
こうりゅう

流に参
さ ん か

加したり、田
いなかせいかつ

舎生活をともにする中
なか

で、観
かんこうりょこう

光旅行では得
え

られない、本
ほんとう

当の相
そ う ご り か い

互理解や、

生
しょうがい

涯の友
ゆうじん

人を作
つく

る手
て だ す

助けをします。

実
じ っ し き か ん

施期間：Ⓐ ２週
しゅうかん

間プラン…2017 年 3 月 11 日（土）〜３月 26 日（日）

　　　　　Ⓑ １週
しゅうかん

間プラン…2017 年 3 月 19 日（日）〜３月 26 日（日）（先
せんちゃく

着 10 名
めい

）

参
さ ん か ひ

加 費 ：Ⓐ 40,000 円（鹿
かごしましゅうごう

児島集合、交
こ う つ う ひ

通費を含
ふく

まず）

　　　　　Ⓑ 30,000 円（鹿
かごしましゅうごう

児島集合、交
こ う つ う ひ

通費を含
ふく

まず）

滞
た い ざ い さ き

在 先 ：南
みなみきゅうしゅう

九州の一
いっぱんかてい

般家庭

募
ぼしゅうにんずう

集人数：60 名
めい

／先
せんちゃくじゅん

着順

申
もうしこみほうほう

込方法：主
しゅさいしゃ

催者ホームページで確
かくにん

認

申
もうしこみしめきり

込締切：2017 年 1 月 15 日（日）

主
しゅ

　　催
さい

：特
と く て い ひ え い り か つ ど う

定非営利活動法人 からいも交
こうりゅう

流

■ 日
にっちゅういがくきょうかい

中医学協会 2017 年
ねんどじょせいぼしゅう

度助成募集

●募
ぼしゅうこうもく

集項目：（Ａ）調
ちょうさ

査・協
きょうどうけんきゅうじょせい

同研究助成　

（Ｂ）若
わかてざいりゅうちゅうごくじんけんきゅうしゃじょせい

手在留中国人研究者助成　

●助
じょせいりょういき

成領域：基
き そ い が く

礎医学・薬
やくがく

学

●助
じょせいたいしょう

成対象：A）わが国
くに

の研
けんきゅうしゃ

究者が中
ちゅうごく

国の研
けんきゅう

究

者
しゃ

と共
きょうどう

同で実
じ っ し

施する調
ちょうさ

査・研
けんきゅうかつどう

究活動　B）中
ちゅうごく

国

の医
いりょう

療の向
こうじょう

上に貢
こうけん

献する意
い し

思と能
のうりょく

力を持
も

ち、わ

が国
くに

の研
けんきゅうきかん

究機関に在
ざいせき

籍して研
けんきゅうしどう

究指導を受
う

けてい

る若
わかてちゅうごくじんけんきゅうしゃ

手中国人研究者に対
たい

する助
じょせい

成。かつ次
つぎ

の条
じょう

件
けん

を満
み

たすこと。　（１）募
ぼしゅうしめきりび

集締切日 2017 年

1 月 13 日時
じ て ん

点の年
ねんれい

齢が 35 歳
さ い い か

以下であること。

（２）大
だいがくいんしゅうしかていなら

学院修士課程並びに博
は く し か て い ざ い せ い し ゃ

士課程在籍者お

よび進
しんがくよていしゃ

学予定者も含
ふく

みます。　（３）助
じょせいきんきゅう

成金給

付
ふ ご

後の研
けんきゅう

究・研
けんしゅう

修または留
りゅうがくきかん

学期間が 2 年
ねんいじょう

以上で

あること。

●助
じょせいきんがく

成金額：A）1 件
けん

につき年
ねんがくさいだい

額最大 100 万

円（若
じゃっかんめい

干名）　B）1 件
けん

につき年
ねんがく

額 40 万円（2 名）

●応
お う ぼ き か ん

募期間：2016 年 12 月１日〜 2017 年

1 月 13 日

●応
おうぼほうほう

募方法：（1）日
に ほ ん

本の研
けんきゅうきかん

究機関・医
いりょうきかんざい

療機関在

籍
せきしゃ

者が申
しんせい

請を行
おこな

う。　（2）申
しんせいしょ

請書は実
じっしだんたい

施団体ホ

ームページからダウンロードし、作
さくせい

成する。　

（3）応
お う ぼ

募に関
かん

する詳
くわ

しい情
じょうほう

報は実
じっしだんたい

施団体ホーム

ページで確
かくにん

認。

●実
じっしだんたい

施団体・問
といあわ

合せ先
さき

： 

公
こうえきざいだんほうじん

益財団法人 日
にっちゅういがくきょうかい

中医学協会

〒 101-0032　東
と う き ょ う と ち よ だ く い わ も と ち ょ う

京都千代田区岩本町 1-4-3 

住
じゅうせん

泉 KM ビル 6F

TEL：03-5829-9123

FAX：03-3866-9080

E-mail：jyosei@jpcnma.or.jp

URL：http://www.jpcnma.or.jp
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�

皆様の暖かい御支援に感

謝申上げます

〈会費とご寄附の報告〉

2016 年８月

特別会員

（３口）
（一財）海外産業人材育成協会
� 足立区

（１口）
株式会社 InfoDeliver� 港区

賛助会員

（株）日吉� 近江八幡市
服部  泰子� 豊田市

正会員

（１口）
井上 美和子� 文京区
豊島 由久� 所沢市
藤原 一枝� 武蔵野市

代田 泰彦／ますよ� 所沢市
稲垣 史� 足立区
小倉 美恵子� 川崎市
豊島 正大� 横浜市
近藤 玲子� 秩父市
竹田 繁� 南陽市
岩井 秀生� 入間市

ご寄附

大島 雅子� 千代田区
稲垣 史� 足立区
酒井 杏郎� 渋谷区

2016 年９月

特別会員

（１口）
立命館アジア太平洋大学
� 別府市
今西 淳子� 文京区
日本シグマックス（株）� 新宿区

賛助会員
（１口）
昭和西川（株）� 　中央区
亜細亜大学� 武蔵野市

正会員

（１口）
山田 裕子� 三鷹市
大里 浩秋� 逗子市
宮原 彬� 朝霞市
竹林 惟允� 練馬区
稲澤  宏一� 新宿区
鴇田 純一／由美� 千葉市
寺尾 方孝／三枝子� 国分寺市

ご寄附       

竹林 惟允� 練馬区
鴇田 純一／由美� 千葉市

ABK 千石寮で防災説明会開催
2016/11/16（水）午後、アジア学生文化協
会（ABK）千石寮での初めての防災説明会を
行いました。千石寮は 2014 年に開設され、
現在 13 名のベトナム人留学生が生活をしてい
ます。

　　　   　鹿
かごしまけんきりしましふくやまちょうふくやま

児島県霧島市福山町福山 5290-66

　　　　　電
で ん わ

話：0995-64-7751　FAX：0995-64-7755

　　　　　E-mail： karaimo@po.synapse.ne.jp　

　　　　　ホームページ http://www5.synapse.ne.jp/karaimo/

Photo News



（お詫びと訂正）
本誌前号（522 号）に次の誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
P24 左下写真説明  （誤）曹夫妻（右お二人）と  →  （正）曹夫妻（左お二人）と
P4-16 左柱  （誤）Prof.KAUO KURODA  →  （正）Prof.KAZUO KURODA

第 15回ＡＢＫ秋祭りを開催
2016 年 10月 22日（土）、今年で 15回目となる「ABK秋祭り」を開催しました。今年も近隣の方々

や卒業生など、500名を超えるお客様が来館され、留学生たちが腕を振るった各国料理に舌鼓を打ち

ました。また舞台では国際色豊かな歌や踊り、演奏が披露され、大盛況のうちに幕を閉じました。

カンボジア マレーシア

インドネシア

モンゴル

協会のあらまし

ご入会とご寄付のお願い

名　称：公益財団法人アジア学生文化協会
　ＡＳＩＡＮ　ＳＴＵＤＥＮＴＳ　ＣＵＬＴＵＲＡＬ　ＡＳＳＯＳＩＡＴＩＯＮ

　   （AＳCA）

所在地：東京都文京区本駒込2丁目12番地13号

代表者：理事長　小木曽　友

設　立：1957年（昭和32年）9月18日
故穂積五一氏創設

目　的：日本とアジア諸国の青年学生が共同生
活を通じて、人間的和合と学術、文化
および経済の交流をはかることによ
り、アジアの親善と世界の平和に貢献
することを目的とする。

◇主な事業◇

（1）留学生宿舎の運営
（2）留学生日本語コースの運営（進学希望者向

けの日本語を中心とする教育）
（3）留学生に対する情報提供支援
（4）アジア語学セミナー
（5）帰国留学生のアジア文化会館同窓会、（社）

日・タイ経済協力協会、ＡＢＫ留学生友の
会との連携・協力

◇会費（年額）◇

正会員　　　1口　1万円
賛助会員　　1口　5万円
特別会員　　1口　10万円
会員には広報誌「アジアの友」が無料配布され
ます。また、広報誌購入だけを希望される方に
は、購読料年間３千円（＋税）でお送りしてい
ます。

当財団に対する寄附金は、所得税、一部自治体
の個人住民税、相続税、及び法人税の税制上の
優遇措置があります。

当協会は、政府の補助金を受けていない純
民間運営の公益法人ですので、財源に限り
があり、皆様方からお送りいただく会費、
寄付金は、本協会の活動を支える貴重な財
源となっています。何卒ご理解、ご協力を
お願い致します。

会員並びにご購読のお申込みはメール・電話または巻末の振替用紙にてお願いいたします。 
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2015年度より購読料に別途消
費税をご負担いただくことにな
りました。何卒ご了承下さい。

後 記
ABKの竣工は1960年ですが、最近は1970年代、1980年代にABKに滞在していた研
修生が、退職後奥様を案内して、突然ABKに顔を見せることがあります。また、最
近は、お孫さんまで日本に留学する時代になりました。そんな、アジア学生文化協
会は来年60年を迎えます。（F）

今年、当財団小木曽理事長宛、ペルーのKenshu Kyokay Del Peru-AOTS PERUの
会長Ernesto Furukawa氏より11月７日にペルー同窓会が今年50周年を迎え祝賀会を
開催するとのことで、招待状が届いた。今年の２月にはタイのABK-AOTS同窓会
がバンコクで50周年の式典を開催した。それぞれの半世紀にも亘る自主活動に敬意
を表したい。これら同窓会の始まりは、1964年11月７日、アジア文化会館にて行わ
れたアジア文化会館同窓会の発会式に遡る。（F）

タイのプミポン国王が10月13日に88歳で亡くなられた。国王として70年間の在位期
間は世界１位とのこと。国連でもプミポン国王に敬意を表し、黙とうが行われた。
国王がいかにタイ国民に慕われていたかは、国王の冥福を祈るため日々王宮前広場
を埋め尽くした人の群れを見てもよく分かる。ABKでは、秋祭りにタイの６人の
ABKカレッジ日本語学校生が、プミポン国王に捧げる踊りを踊り、国王の話をされ
参加者の感動を誘った。（F）
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